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あなたの「がんばり」が

まちを快適にします 渋
滞
な
ん
か
何
の
そ
の
、
手
軽
な
足
と
し
て
利
用
で
き
る
自
転
車
は
便
利
な
乗
り
物
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
手
軽
さ
ゆ
え
に
簡
単
に
放
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

の
も
ま
た
事
実
で
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
車
す
る
。
少
し
の

距
離
な
ら
歩
い
て
行
く
。
そ
う
い
う
あ
な
た
の
ち
よ
っ
と
し
た
「
が
ん
ば
り
一
が
、
ま
ち
を
快

適
に
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

放
置
自
転
車
が
引
き
起
こ
す

迷
惑
・
危
険

「
歩
道
。杯
に
あ
ふ
れ
た
放
胆
円
転

巾
を
除
け
て
、
止
む
え
ず
車
道
を
歩
い

て
い
た
と
こ
ろ
ご
つ
っ
か
り
つ
ま
つ
い

て
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
、
自
動
申
に
危
う

く
ひ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
I
亡
の
よ

う
な
区
民
の
声
は
、
毎
年
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
駅
周
辺
の
3
0
0
m以
内

は
、
自
転
車
の
放
置
禁
止
区
域
に
な
っ

て
い
ま
す
。
放
置
自
転
車
は
、
単
に
駅

前
の
景
観
を
悪
く
し
、
交
通
渋
滞
を
起

こ
す
だ
け
で
な
く
、
目
の
不
自
由
な
方

を
助
け
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
ふ
さ
い
で

し
ま
っ
た
り
、
い
ざ
と
い
う
時
の
緊
急

自
動
車
の
通
行
も
、
妨
げ
て
し
ま
い
ま

す
。「

少
し
の
間
ぐ
ら
い
な
ら
…
」と
あ

な
た
が
置
い
た
自
転
車
が
、
思
わ
ぬ
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
登
録
制
な
の
で
し
ょ
う
か

区
で
は
、
主
要
駅
周
辺
に
、
区
宮
の

駐
市
場
を
3
2力
所
(
内
宵
料
1
8力
所
)

設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
綾
瀬
駅

東
口
付
近
に
新
た
に
駐
車
場
を
設
置
す

る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
用
地
取
財
や

運
営
経
費
の
問
題
も
あ
り
、
無
制
限
に

駐
車
場
を
ふ
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん

。
本
当
に
必
要
な
力
が
、
駐
車
場
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
有
料
の
駐
車
場

は
登
録
制
に
し
て
い
ま
す
。
登
録
で
き

る
の
は
、
駅
か
ら
8
0
0
mを
超
え
て
住

謦
勤
務
地
の
あ
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
各
有
料
駐
巾
場
へ
ど
う

ぞ
。
ま
た
、
買
い
物
等
に
は
1
日
利
用

の
・駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

足立区の放置自転車への取り組み

S
5
8・
4

自
転
車
の
駐
車
秩

序
お
よ
び
自
転
車
駐

車
場
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
施
行

～
5
ヵ
年
計
画
で
駅
前
駐
車
場

の
整
備
を
進
め
、
各
駅
周
辺

を
放
置
自
転
車
禁
止
区
域
に

指
定
I

H
元
・
4

前
記
条
例
を
改
正

し
撤
去
料
の
徴
収
を

開
始

～
こ
の
年
撤
去
台
数
は
半
減
～

足立区の放置自転車データ

3 億9 千万円 ……自転車対策眤費用

1 億8 千万円 ……辷記のうちの
汝置自転車対策費用

4 万5 千台 ……數去し た自転車台数( 1年間)

2 万8 千台 ……引き取られた自転車台数( 1年間)

5千600 万円 ……徴収した手数料( 1台2千円)

※データはいずれも概算、平成4 年度のものです

撤
去
作
業
に
は

多
く
の
税
金
が
…
…

上
記
の
「
足
立
区
の
放
置
自
転
車
デ

ー
タ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
平
成
4
年

度
の
自
転
眼
対
策
総
費
用
は
約
4
億

円
。
こ
の
う
ち
、
放
置
自
転
車
の
徹
去

と
移
送
所
の
合
理
運
営
費
用
に
、
約
1

厄
8
干
与
円
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。
自

転
車
の
ぶ
き
取
り
時
に
徴
収
す
る
人
‥
2

千
円
の
手
数
料
は
、
こ
の
賢
用
の
2

分
の
1
に
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
、
放
置
自
転
市
の
発
生
す
る
場

所
と
そ
の
言
"
が
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
霰

去
用
ト
ラ
ッ
ク
が
配
置
さ
れ
、

指
導
員
が
い
る
駅
前
は
整
然
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
歩
手
前
、
路
地
に
入

る
と
自
転
印
が
所
狭
し
と
置
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
盗
難
自
転
市
の
駅
前
へ

の
乗
り
捨
て
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
転

庫
に
は
、必
ず
住
所
、氏
名
を
記
入
し
、

防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。
万
一
、
撤

去
さ
れ
て
も
、
持
ち
主
が
わ
か
れ
ば
連

絡
で
き
ま
す
の
で
、
自
転
車
は
手
元
に

も
ど
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
休
み
、
年
末
・
年
始
と
、

放
資
自
転
車
が
増
加
す
る
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
自
転
車
を
放
置
す
る
、
し
な
い
は

あ
な
た
の
「
意
識
」
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
区
民
全
体
の
取
り
組
み
で
、
放
置

自
転
車
の
な
い
ま
ち
足
立
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁
が
・
自

転
中
係
ま
で

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

無
造
作
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
(
竹
の
塚
駅
周
辺
)

歩道に堂 々と置かれた自転 車

平
成
5
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
8人
が
受
章

平
成
5

年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
区
関
係
で
1
8
人
の
方

が
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま
し
た

。

こ
れ
に
伴
い

、
区
で
は
1
2
月
7

日
に

叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
を
招
き
、
永
年

に
わ
た
る
社
会
へ
の
功
労
に
対
し
感
謝

し

、
祝
福
し
ま
し
た

。

今
回
の
受
音一
者
は

、次
の
方
々
で
す

。(

敬
称
略
)

〈
叙
黻
受
章
者
〉

▽
早
川
芳
太
郎
(
7
1

歳
)
…
勲
二
等
瑞
宝
章
▽
落
合
修
二
　

(
7
0
歳
)
…
懃
二
等
瑞
宝
章
▽
松
下

希
介
(
7
0
歳
)
…
勲
四
等
瑞
宝
章
▽

鶴
飼
三
郎
(
7
2
歳
)
…
勲
五
等
双
光
旭

日
章
▽
西
村
正
直
(
7
4
歳
)
…
勲
五

等
双
光
旭
日
章
▽
栗
原
郁
三
郎
(
6
9

歳
)
…
勲
五
等
瑞
宝
章
▽
佐
藤
利
右

ヱ
門
(
8
8歳
)
…
勲
五
等
瑞
宝
章

▽

滝
北
秀
夫
(
7
0歳
)
=
・勲
瓦
等
瑞
宝
章

▽
長
野
一
雄
(
8
0歳
)
…
勲
五
等
瑞
宝

章
▽
渡
辺
芳
雄
(
7
2
歳
)
…
勲
五
等

瑞
宝
章
▽
小
川
司
(
6
8
歳
)
…
勲
六

等
単
光
旭
日
章
▽
飯
塚
榮
藏
(
6
1
歳
)
…

勲
七
等
青
色
桐
葉
章

▽
鈴
宏
上
西

郎
(
6
2
歳
了

勲
七
等
青
色
桐
葉
章

▽

山
内
照
雄
(
7
2
歳
)

…
勲
七
等
青
色
桐

葉
章

▽
須
賀
章
介
(
6
5
歳
丁

・
勲
七

等
瑞
宝
章

〈褒
章
受
章
者
〉▽
安
形
惣
司
(
6
3

歳
了
藍
綬
褒
章
▽
大
久
保
t
筬
(
7
6

歳
)
…
藍
綬
褒
章
▽
関
根
隅
(
7
6
歳
)

…
藍
綬
褒
章

1
2月
補
正
予
算
8
億
円
を
可
決

1
2月
開
催
の
第
4
回
区
議
会
定
例
会

で
、
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
補
正
予
算
(
総
額
約
8
億
7
0
0万

円
)
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
予
算

に
は
、
中
小
企
業
一
股
融
資
(
6
千
2
7
0

万
円
)
、乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
に
関

わ
る
経
費
(
2
千
6
4
0万円
)
等
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
減
等

に
よ
り
、
給
与
費
(
4
億
1
千
扠
万
円
)

を
削
減
し
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
千
住
本
庁
舎
・
予
算

課
ま
で(

3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

「
あ
だ
ち
広
報
」発
行
日
の
お
知
ら
せ

今
年
の
「
あ
だ
ち
広
報
」
は
、
今
号
が
最
終
号
で
す
。
来
年
1
月
は
、1
日

呈

ク
ス
プ
レ
ス
元
旦
号
)
、1
5日
、2
5日
に
新
聞
折
り
込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。

≪広
報
課
≫

自 転車移 送所 のご 案内

◎
移
送
所
に
運
ば
れ
た
放
置
自
転
車
を
引
き
取
る
際
に
は
、
撤
去
料
と
し
て

2
や
円
か
徴
収
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
撒
去
浚
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

□ 北千住、 京成関屋、牛田 、

千住大 橋駅の放置自転 車は

△ 中央 本町 移送所

( 足立1- - 1619 先)

□ 西新井、 大師前、竹 ノ塚駅

の放置自 転車は‥・

△ 竹の塚 移送所

( 東伊興町36先)

□ 綾瀬駅の 放置自転車は…

卜 北稜瀬 移送所

( 谷中1- 18- 10)

□ 小菅、 五反野、梅島、北綾

瀬駅の放 置自転車は…

△ 加平移 送所

( 加一平2- 17- 6 先)

「あだち広報 」は再生 紙を使用してい ます
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職員の給与等
を公開します

職員の給与等の実態を区民の皆さんにご理解いただく
ため、次のとおり公表します。
職員の給与は、地方公務員法により、一般家庭の生計

費、国や他の地方公共団体の職員の給与、民間企業の従
業員の給与、その他の事情を考慮して定められることに
なっています。
この趣旨に基づいて、23区共同で設置している特別区

人事委員会が、毎年、特別区内の民間企業従業員の給与
実態を調査し、これと職員給与を比較し、さらに生計費
や国、他の地方公共団体の給与なども考慮して、勧告を
行っています。
職員の給与は、この勧告に基づき、区議会の審議を経

て、「職員の給与に関する条例」で定められています。
問先一千住本庁舎・給与係03882- 1111 ㈹

人件費の状況 ( 平成4 年度普通会計決算)

* 人件費とは、一般職員に支給される給与である職員給と区長や議員など特別職に支給される給料・報酬・手
当のほか共済費( 社会保険料の事業主負担分) などの合計をいいます。
*普通会計とは、地方自治体相互間の比較を可能とさせるため、全国同一基準で集計した統計上の会計です。

職員給与費の状況 (平成5 年度普通会計予算)

* 給与費は、当初予算に 計上さ れた額です。
*「職員手当 」のうち主なも のは 、扶養手当 、調整手当、通勤手当、住居手当などで、退職手当は含まれていま せん。

職員 手当 の 状況( 1) 　 ( 平 成5 年4 月1 日現在)

* 退職手当の1 人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

職員 手 当 の状 況( 2)
普 通 会 計の 歳 出 額 に し め る 人 件 費 率 お よ び 職 員 給 率 の推 移

昇給期間短縮の状況

職員 手当 の 状況( 3)

職員の初任給の状況 ( 平成5 年4 月1 日現在)

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 ( 平成5 年4 月1 日現在)

* 経験年数とは 、卒業後直ちに採用され引き 続き勤務し ている場合は 、採用後の年数をいいます。

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 ( 平 成5 年4 月1 日 現 在)

* 一般行政職とは 、一般事務、土木 枝術、保母等の 職員 です。技能労務 職とは 、自動車運 転、一般作
業 、給食調 理等の 職員 です。

* 平均給料月 額は 、本給のみの平均月額で す。平均給与月額は、給料に扶養手当、調整手 当、通勤手
当などの諸 手当を含んだ 平均月額です。

* 国の平均給与月 額は 、公表 されていません。

一 般 行 政 職 の 級 別 職 員 数 の 状 況 ( 平 成5 年4 月1 日 現 在)

* 足立区の給与条例に基づく 給料表の級区分による職員 数です。

* 標準的な職務内容とは 、それぞれの級に該当する代表 的な 職務です。
*2 級は、平成2 年4 月1 日に 新設さ れた級です。

特別職の報酬等の状況 ( 平成5 年4 月1 日 現在)

職員 手当 の状 況( 4)

職員 手当の 状 況( 5) 　 ( 平成5 年4 月1 日 現在)

◎ ありがとう　笑顔でかわす良いマナー　千住・西新井・綾瀬警察署
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年
内
に
必
要
な
手
続
き
は
お
早
め
に

年
末
年
始
の
業
務
案
内

□
区
の
窓
口
事
務

区
役
所
、
区
民
事
務
所

、
福
祉
事
務

所

、
保
健
所
な
ど
は

、
年
末
は
1
2
月
2
9

日
(
水
)
か
ら

、
新
年
は
1

月
3

日
(
月
)

ま
で
業
務
を
休
み
"

す
。

問
先
=

千

住
本
庁
舎

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ま
た
は
中
央
本
町
庁
舎

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

□
本
庁
舎
地
下
駐
車
場

千
住
本
庁
舎
の
地
下
駐
車
場
は

、
1
2

月
2
9
日
(

水
)

～
1

月
3

日
(

月
)

ま

で
お
休
み
し
ま
す

。

問
先
=

ま
ち
づ

く
り
公
社

(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

□
公
社
施
設

社
会
教
育
館

、
体
育
館
、
運
動
場
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
施
設
は

、1
9
1月
2
8
日
(

火
)

～
1

月
4

日
(

火
)

ま
で

、
年
末
年
始
お
よ

び
館
内
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
(

す

い
す
い
ら
ん

ど
綾

瀬
の
ス
ヶ
I

ト
場

は
、1
2
月
3
1
日
と
1

月
1

日
の
み
休

館
)
。
こ
の
際

、
総
合
受
付

、
保
養
所
受

付
と
も
に
休
み
ま
す

。
な
お

、
毎
月
1

日
の
施
設
利
用
抽
選
会
は

、1

月
分
に

限
り
5

日
に
行
い
ま
す

。

□
図
書
館

、
郷
土
博
物
館
な
ど

千
住

。
常
東

。
新
田

、
宮
城
を
除
く

全
図
濳
館

、
動
労
福
祉
会
館
は
1
2
月
2
8

日
(

火
)

～
1

月
4

日
(

火
)

ま
で

、

千
住

、
常
東

、
新
田
、
宮
城
図
書
館
お

よ
び
郷
土
博
物
館
は
1
2
月
2
7
日
(

月
)

～
1

月
4

日
(

穴
)
ま
で

、
年
末
年
始

お
よ
び
館
内
整
理
の
た

め
休
館
し
ま

す

。伊
興
遺
跡
公
園
は
、1
2月
2
9
日
(
水
)

～
1

月
3

日
(

月
)

ま
で
閉
園
と
な
り

ま
す

。
な
お

、
動
労
福
祉
会
館
3

月
分

施
設
利
用
抽
選
会
は
、1
月
5

日
(
水
)
、

午
前
9

時
か
ら
行
い

ま
す

。

ま
た

、
女
性
総
合

セ
ン
タ
1

は
、1
2
月
2
9

日
(

水
)

～
1

月
3

日
(

月
)

ま
で
休

館
し
ま
す
(

情
報
資

料

室
は
1
2
月
2
6
日

～
1

月
4

日

、
女
性

相

談
は
1
2
月
2
8
日

～
1

月
5

日
ま
で
休

み
ま
す
)
。

□
清
掃
作
業

▽
可
燃
・
分
別
ご
み

は

、
年
末
は
1
2
月
3
0

日
(

木
)

ま
で

、
年

始
は
1

月
5

日
(
水
)

か
ら
収
集
し
ま
す

▽
資
源
ご
み
は

、
年

末
は
1
2
月
2
8
日
(
火
)

ま
で
、
年
始
は
1
月
5
日
(
水
)
か
ら

収
集
し
ま
す

▽
粗
大
ご
み
は
、
年
末
は
1
2月
2
8日

(
火
)
、第
4

火
曜
日
の
地
区
ま
で
収
集

し
ま
す

。
年
始
は
、1

月
5

日
か
ら
申

し
込
み
受
け
付
け
し
ま
す

▽
し
尿
は

、
年
末
は
1
9
1月
3
0
日
(

木
)

ま
で

、
年
始
は
1

月
5

日
(

水
)

か
ら

収
集
し
ま
す

。
早
く
た
ま
る
ご
家
庭
は
1
2

月
2
8
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
く
わ
し
く
は

、
集
積
所
の
ビ
ラ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
先
=

足
立
東
清
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

□
休
日
診
療
所

1
2月
2
9日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
表
1

の
と
お
り
休
日
診
療
所
を
開
設
し
ま

す
。
な
お
、
ふ
だ
ん
の
日
曜
日
、
祝
祭

日
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

□
救
急
病
院
の
ご
案
内

▽
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

□
夜
間
・
休
日
診
療
機
関
等
の
ご
案
内

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

(健
康
案
内
ひ
去

ぢ
)

(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

※
食
中
毒
、
伝
染
病
の
発
生
等
の
緊
急

の
場
合
は
、
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

表1　 休 日 診 療 所 一 覧

みんなの健康 足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004　
東 和 保 健 相 談 所　03606- 4171
中央本町保健相談所 　3880- 5351
千住本

庁舎
・保健予防係 　3882- 1111㈹

保
健
・
衛
生
ガ
イ
ド

成
人
健
診
の
受

診
を
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か

成
人
健
康
診
査
を
申
し
込
ん
だ
後
。

「
い
つ
で
も
受
け
ら
れ
る
」
と
思
っ
て

つ
い
つ
い
受
診
を
先
の
ぱ
し
さ
れ
て
い

る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
年
度
末
は
医

療
機
関
が
混
み
あ
う
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
受
診
票
夲
受
け
取
っ
た
ま
ま
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
お
近
く

の
指
定
医
療
機
関
で
早
め
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
在
住
の
4
0

歳
～
6
4歳
の
方
　
費
用
=
6
0
0円(
免
除

制
度
あ
り
)
　
※
初
め
て
申
し
込
む
方

は
区
民
事
務
所
、
保
健
所
、
保
健
相
談

所
、
成
入
健
康
診
査
指
定
医
療
機
関
に

あ
る
ハ
ガ
キ
、
吏
ぽ

官
製
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
凡
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係
　
〒
1
2
0千住
1
1
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

第
二
回

保
健
大
学

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
変
化
し
て

い
る
心
と
か
ら
だ
。
今
回
は
、
そ
の
心

と
か
ら
だ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日

時
等
=
表
2
の
と
お
り
　
対
象
=
区
内

在
住
・
在
動
の
方
(
原
則
と
し
て
全
講

座
に
参
加
で
き
る
方
)

定
員
9
4
0人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
―

電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表2　 第2 回 保 健 大 学

お
酒
の
問
題
で

悩
ん
で
い
る
方
へ

飲
酒
が
原
因
で
家
族
関
係
や
仕
事
が

う
ま
く
い
か
な
い
人
、
お
酒
が
や
め
ら

れ
な
い
で
困
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、

定
期
的
に
酒
害
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
。
ま
ず
は
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
各
保

健
所
・
保
健
相
談
所
(
み
ん
な
の
健
康

参
照
)

ね
た
き
り
に
な
ら
な
い

家
庭
看
護
教
室

家
庭
で
介
護
中
の
方
、
看
護
を
学
習

し
た
い
方
、
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
も
、
ぜ
ひ
ど
う

ぞ
。

日
時
等
=
表
3
の
と
お
り

定

員
=
3
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表3　 ねたきり になら ない家庭 看護教室

* 時間は、いずれも午後1 時30 分～3 時30 分 です。

* 各回と もグループワーク があり ます。

1
月
の
献
血

日
程
等
=
1
月
H
日

。:西
新
井
駅
/
1

月
2
1日
・
:辰
沼
小
学
校

時
間
=
午
前
1
0

時
～
1
1
1
1
時
3
0分
、
午
後
1
2時
3
0分

～
3
時
3
0分

間
先
=
葛
飾
赤
士
子
血

液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

動
脈
硬
化

予
防
教
室

日
時
等
=
表
4
の
と
お
り

対
象
=
動

脈
硬
化
の
気
に
な
る
方

定
員
=
4
0人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表4　 動脈硬化予防教室

◎ 12月 は、固定資産税・ 都市 計画税第3 期分の納期で す。12月27日 までに納め てください。《足立都税事務 所》
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講 習 会 ・ 講 座 ・ 教 室
足立区スポーツ指導員
養成講習会

「共通科目」
各種 スポーツ指 導者の資質、指

導力の向 上と生 涯スポーツ活動の
普及・推進を 図るこ とを 目的 に閧
催し ます。 なお、 共通科目と別に
開催する 専門 科目の試験に合格し
た方を足 立区 公認 のスポーツ指 導
貝として 登録し ます。 日時 等一
右麦のとおり 対象一満20歳以上
で、スポーツ指 導を 行ってい る方

お よび指 導者を 目指 す方 定員 -
80人( 抽選) 費用一無料 申 込
一往復ハガ キに、ス ポーツ指 導員
養成講習会「共通科目」、住所 、氏
名( フリガナ) 、年 齢、性別、電 話
番号、専門 のスポ ーツ種目、 所属
団体を明 記 期限 - 1 月14 日J 1 着
申 ・問 先一千 住本庁 舍・体 育振 興
佩 〒120 千 住1- 4- 18
3882―1111( 代)

スポーツ指導員養成講習会「共通科目」

※ 時間は午後7時～9時( 開講式は午後6時40分から) /各科目

の スケジュ ールおよび 講師につい てはお問い 合わせく ださい

足立区スポーツ指導員
養成講習会 専門科目「弓 道」
「足立区スポ ーツ指導者制度」

に基づきスポーツ指導者の 資質、
指導力の向 上を目的に講習会を閲
催します。なお、専門科目 と別に
開催する共通科目の 賦験に 合格し
た方を足立区公認のスポ ーツ指導
貝として肥定・夥錚します。 日
時等一下表のとおり 対象 = 櫚20
斌以上で当 種目の指 導を 行ってい
る方および掴 導者を 目指す 方 講
師一久野三男氏( 日本文化大学教

授、足立区弓遭導照会長、教 ± 7
段) 定員 - 30 人( 抽選) 費用
一無料( 教材費は実費負担) 申
込一往復ハガ キに、 スポーツ指導
員 養吹 講習会 専門科目「弓遭」、 住
所 、氏名( フリガナ) 、年齢 、性別、
電 話番号、弓遭経験年数、所 属団
体を明配 期限 - 1 月14 日( 必● )
申・問先一足立区体育貅会 で120
千住1- 4- 18
3882―1111C 代)

スポーツ指導員養成講習会 専門科目「弓道」

蔵王スキースクール
日時 - 2月10日( 夜) ～13日( 夜)
帰京予定( 3 泊4 日、車中1 泊)
場所一蔵王温泉スキー場 定員 -
40人( 先着順) 費用 - 5 万3 千
円 ※ 屋食、リフト 代は自 己負担
です 申込一電 話で連絡し た後、

申し 込み金2 万3 千円を振り 込ん
でくださ い 郵便振 替口座一足 立
中 居郵便局 東京2- 174162

足 立区スキー紅血 申・問 先
一足立区 スキー協会 癲内 信治
3882―7789

老人会館 手芸教室
日時 - 1月～3月までの第2・4
土曜日( 月2回) 、午後1時～2時
30分 対象 - 60 蔵以上の区民の方
内容 - ちぎり 絵、皮のブロ ーチ、
毛糸 のソックス 定員 =30 人( 抽
選) 費用一無料 申 込一直接窓

口ま た は電 話 期 限 =12 月22 日
場・申 ・問先一老人会館 西保木
間4- 9- 1
113859- 9732

工業用ミシン縫製技能講習会
日時 - 1月17日～2月4日( 土・
日曜日をのぞく15日間) 、午前10時～
午後3 時 対象一区内在住の初

心者 内容一基砂蘊いからブラウ
ス ・スカートなどの製作 費用一
無料 ただし､敵材費実費負担( 3
千円 粹席) 定員 - 15 人( 先着 順)

申込- 1 月11日吹) 、午前9 時か
らセンター窓口に住所を確認でき
るものを持参してください( 保険
証等) 場・申・問先- サービス
センターゆう 綾瀬1- 34- 7113838- 3586

役に立つ

基礎英会話教室
日 時 - ▽ 水曜コース… 1月26日～
3月16日の毎週水曜日( 計8

回) 午後7睥～9時▽ 木曜コー
ス… 1月27日～3月17日の毎週木
曜日( 言↑ 8回) 、午後7時～9時
対象一区内在住・こ勦の方 定員
一各コ ース20 人 費用 - 7 千 円

申込一往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電話番号、希望コースを明
記 期 限 - 12 月24日 消印 有効
場・申・問先- サーピスセンター
ゆう 〒120 綾瀬1- 34- 7
■ 3838- 3586

あだちスポーツ大学
「公開講座」世界をめざして

日本のトッ〃 レ ーヤーとして大洒
鑼したスケ ート! n 艟鈿詒美さんと、今
大人気yJ リーグ爾9 選手をお招きし
て、スポーツとの出会い、スポーツを

とおした人贋躪 佩、スポーツの素 ● ら
しさ等、エピソードを交えて蔚 つてい
ただきます 日時 - 1月18日( 火) 、
午後6時匯汾～8鋳澱分 場所 = 梅田
センタ ー( エル・ソフ ィア内) 対象
- 18 紕以 卜の区内在住・在勤口 方 定
員 - l X) しj、程度{ 先着順} 費用一瘋料
申込一直接窓口または電話 申・問先
・- r u ふl f ・体龠齎
1*3882- 1111( 代) 渡部絵美さん

<女性総合センタ ー>
やさしく、強く生きたい女性のための

「自己表現のトレ ーニング 」
うまく自分を伝えられない、わ

か ってもらえない …、どう 哇私は
理解されない からm 。職場の人間
関係、友人、夫や 親子の関係で、
こんな思いを持 つていません か?
女性の視点から自分を確認し表現
するトレ ーニングです。 日時 -
1月24・31日、2月7・14・28日、
3月7・14・28日、午後6時30分～
8時30 分 場所 = 女性総合セン

ター 対 象一女性の区民の方 講

師一小野寺八重子氏( フ ェミニス
トセラピ イ な゙かま。心理カウンセ
ラー) 費用一無料 定員 - 30 人
(抽遇) 申込 = 往復ハガキに住
所、氏 名、年齢、職巣、電話番号、
希望理由を明記 期限 - 12 月24 日
必・*2 斌以上学齢前までのお
子さんの保育を希望の方は、子ど
もの名前、生年月日、性別も書い
てください( 1 月10 日に保育オリ
エンテーションを行います)

日本語がわからずお困りの方

日本語を教えます
日本語を初歩からお教えし ま

す。日常会話にお困りの方をご紹
介ください。 日時 - 1月19日～
3月16日の毎週水曜日、午後2

時30分～4時30分 場所一青年セ
ンター 費用一無料 申込一電話
で女性総合センターまで

男性改造講座

「男性解放への挑戦」
現代の 社会や文化のあり方を。

男性の自己 解放の視点から見直す
「男性学」の研究が 始ま っていま
す。 立ち 止ま って今の自分を鬩い
直したい 、柔軟な心を取り戻した
い という 方､ぜひご参加ください。
日時 等一 右表のとおり 場所 = 女
性総 合センタ ー 対 象一男性の区
民 の方 費用一無料 定員 - 30 人
( 抽選) 申込一往 復ハガキに住
所、氏名、年齢、職業、電話番号、
希望 理由を明記 期限 =12 月24 日
必番

男性改造講座

※ いずれも毎週木曜日( 1/ 18、2/ 22、3/ 1は火曜日) 、午後7時～9時

いずれも

申・問先= 女性総合センター

〒123　梅田7- 33- 1
エル・ソフィア内

3880- 5222

学
童
保
育
室

平
成
6
年
度
4
月
入
室
児
童募

集

申
し
込
み
で

き
る
方

=
働
い
て
い

た

り
、
長
期
の
同
気
な
ど
の
た
め
に
授
業

鮗
了
後
の

児
童
の
め
ん
ご

冫
耆
み
る
こ

と
が
で

忝
な
い

保
護
者

入
室
で
き
る

児
童
―
平

成
6

年
4

月
か
ら
小

学
I
A

年
生
に
な

る
児

鴛

定
員
=
各
保

育
室
知
人
(

た
だ
し
、
一
郎
定
数
の
異

な

る
保
育
寔
が
あ
ひ
ま
す
)

学
童

保

育
室

費
=
児
童
よ

に
っ

き
月
額
1
千

蜘
円

申
込
I
申
請
s

家
庭
状
況
票
、

一

務
証
明
一

を
愬

學

急

保
育
寔
に
提

出
し
て

く
だ
さ
い
。
書
類
は
1
2
月
1
5
a

か
ら
各
保
育
室
で
配
布
し
李
f
'
。
※
在

籍
し
て
い
る
児
童
で
。
継
続
し
て
入
窒

を
希
葷
!
傷
合
も
同
じ
手
続
き
が
必

要
で
y
。

申
込
期
間
-
1

月
7
日
1
2
0

日

申
込
先
L
齧
6

と
お
り

問
先

―
中
央
本
町
庁
舎
・
学
重
保
青
佩

(
1
)
?
?

指
導
相
談
佩

(
a
)

―

学 童 保育 室 一 覧

( 注1) 花畑学童保育室の申請は、花畑児童館( 花畑4- 16- 13　 　3850- 2617) へ
( 注2) ( 仮称) 東伊興住区センターの申請は、 東伊興児童館( 東伊興町39　 　3897- 2225) へ

第
4
6回

足
立
区
民
体
育
大
会参

加
者
募
集

□
ス
ケ
ー
ト
大
会

日

時
1
2

月
2
0
日
(
日
)
(
予
備

日
2
7

旦

、午
前
1
0
時
～
正
午

場
所
L
す
い

す
い
ら
ん

ど
殺
瀬

対
象
=
区
内
在
住

の
万

種
目
I
ス
ピ
ー
ド

ース
ケ
ー
ト

費
用
―
小

・
中
学
生
・・
・
喞
円
/

一
般
・
・・
9

円

申
込
L
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
'
9

話
番
号
薫
明
紀

期

限

1
2
月
6

日
(

必
着
)

申
・
問
先

l
足
立
区
ス
ケ
ー
ト
傭
堊

長
谷

部
堺

〒
磚
千
住
寿
町
2
6
-
5

(
―
)

―

□
駅
伝
大
会

日

時
1
2

月
6

日
(
日
)
、
午
前
&

時
3
0

分
か
ら
鷽

付
(
小
甲

小
雪

決
行
)

場

所

L
荒
川
千
住
新
橋
緑
地
(
千
住
五
丁

ほ
籾
先
、
虹
の
S

場
)

コ

ー
ス
ー
千

住
新

橋
L
凖
大
橋
間
(

荒
川
河
川
敷
右

岸
)

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤

・
在

孥
の
男

部
別
・
チ
ー
ム
・
距
離
―
下

表
り

£
'
り

費
用
=
一
般
・
学
生

・

高
校
季

・
L
チ
ー
ム
3
千
円
/

中
学
生
:
L

チ
ー
ム
千
円

申
込
I

体
育
協
会

の
窓
口
に
あ

る
所
定
の
甲
込
用
紙
に
必

要
事

珊
を
記
入

、
参
加

費
を
添
え

る

期
限
-
1

月
1
3
B

申
込
先
L
足
立
区

体
斉
S

会
(
呀
庄
本
庁
舎
仲
町
分
室
)

(―
T
1
1
L

㈹

問
先

I
渕

江

中
学

校
・
鈴
亰
罍
夫
(
午

後
3

睥
以
降
電
話
)

　
(
a
)
0
-

駅伝大会

※ 女 子 高 校・一般 の 部の チ ー ム は 、 中 学 生は 含 み ま せ ん

※ 男 子 一 般 の 部 のチ ーム は 、 高 校・学 生 は 含み ま せ ん

※ ☆ 印 の 競 技 は、 墨 東五 区 大 会 の 選 考 を 兼 ねま す

□
ス
キ
ー
大
会

日

時
1
1

月
3
0
日

(
日
)
、午
前
9

時
か

ら
(
現
地
集
合
)

場

所
-
新
潟
県
洩
貝
ス

キ
ー
場

種
目
l

回

転
競
技

対
象
1
区

内
在
庄
・
在
勤
・
t
a

学
の
万

費
用
=
高

校
生

以
上
・・
・
2
千

円
/

中
学
生
・・・
千
円

(
た
だ
し

、交
通
費

宿
泊

費
は

自
己

負

担
)

申
込
―
電
話

期
限
1
卜
自
励

日

申
・
問
先
L
足
立
区
ス
キ
ー
羣
会

躙
内
信
治

(
―
)
7
7
8
9

あいネット21で
楽しくコミ ュニケーシヨン

しませんか!

区
政

、
ス
ポ
ー
ツ

、
レ
ジ
ャ
ー
、
株

価
、
跌
圓
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
情
報

提
供
に

加
え

。
区
の
保
養
施
般
や
ス

ポ

ー
ツ
鹿
設
の

靨

手

約
も
で
き
る
「
あ

い

ネ
ッ
ト
2
1
」
。新
鮮
で
正
『

兼
簒
な

情
報
を

捉
供
t
Q

こ
の
ロ
ー
カ
ル
・
キ

ャ
プ
テ
ン
に

、
あ
な
た
も
加
入
し
て
み

ま
せ
ん
か

。

貸
出
機
器
=
あ
い
ネ

ッ

ト
叭
一
専
用
端
末
機
/

パ
ソ
コ

ン
用

キ
ャ

プ
テ
ン
ソ
フ
ト

費
用
l
無
料
(

通
諾

料
は

実

費

負
担
)

申

込

―
一

話

申
・
問
先

=
千
住
本
庁
舎
・
情
報
化
推

進
衵
雪
一

　
(
―
T
I
I
L

㈹
イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー
ネ ッ ト く ん

◎ 歳末たすけあい運動　12月27日まで　皆さんの暖かいご協力をお願いします。 社会福祉協議会　　3888- 1550 ◎水道局の営業所は1月1 日～3日はすべての業務はお休みです( 12月31日まで窓口業務はほぼ平常通り)。年始中緊急の場合は、荒川営業所へお問い合わせください。　荒川営業所　　3802- 2164
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くら し の 情 報

千住 本庁 舎へのお問い合わ せは ‥ ‥

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

募

集

教
員
資
格
を

生
か
し
ま
せ
ん
か

対
象
=
中
学
校
の
技
術
・
理
科
・
英
語

の
教
貝
免
許
状
を
持
つ
6
0歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
方
(
平
成
6
年
3
月
取
得
予
定
者

兔
いむ
)

内
容
=
勤
務
時
間
は
応
談

百

曜
・
祭
日
を
除
く
)

時
給
=
千

釼
円
以
上

※
小
・
中
学
校
教
員
免
許

状
を
お
持
ち
の
方
で
、
中
国
語
を
話
せ

る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す

申
込
=
履

歴
矜
を
窓
口
に
持
参
ま
た
は
郵
送

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
指
導
室
事

務
係高

齢
者
向
け

住
宅
の
管
理
人

来
年
3
月
、公
団
と
の
共
同
事
業
で
、

公
団
竹
の
塚
第
一
団
地
に
高
齢
者
向
け

賃
貸
住
宅
が
開
設
し
ま
す
。
区
で
は
、

こ
の
住
宅
の
住
み
込
み
管
理
人
(
生
活

援
助
員
)
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
9

入
居
者
の
安
否
の
確
認
・
緊
急
時
の
対

に
/
生
活
相
談
・
情
報
提
供
/
関
係
機

関
へ
の
連
絡
な
ど

対
象
=
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
讒
た
す
方
・
:本
人
ま
た
は

家
族
が
区
内
在
住
か
在
動
/
現
在
、
住

宅
に
困
っ
て
い
る
/
高
齢
者
住
宅
に
常

時
在
宅
し
、
管
理
人
(
生
活
援
助
員
)

と
し
て
の
活
動
が
で
き
る
/
お
お
む
ね
4
5

歳
以
下
で
健
康

募
集
人
数
=
1
人

(
1
世
帯
)

場
所
等
=
竹
の
罹
3
H
(
3
L
D
K
)

入
居
月
日
=
平
成
6

年
3
月
下
旬
予
定

謝
礼
=
月
額
7

万
5
千
円

住
宅
使
用
料
=
月
額
5
万

円

申
込
a
椶
歴
書
1
通
と
印
か
ん
を

窓
口
に
持
参

期
間
=
1
月
5
日
～
1
4

日

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高
齢

者
住
宅
係

産
業
保
健
指
導
員

対
象
=
保
健
婦
資
格
の
あ
る
2
2歳
～
5
0

歳
ぐ
ら
い
の
方

募
集
人
数
=
人

内
容
=
区
職
酬
に
対
す
る
保
健
指
導
、

健
康
相
談
お
よ
び
各
種
健
診
業
務
補
助

勤
務
時
間
=
原
則
週
3
0時
間
動
務

勤
務
場
所
=
足
立
区
役
所

報
酬
等
=

月
額
1
9万
2
千
円
(
交
通
費
相
当
分
は

別
支
給
)

※
ま
ず
は
電
話
で
お
問
い

二
‥わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
健
康
管
理
係

保
育
園
非
常
勤
職
員

対
象
=

昭
和
9

年
4

月
2

日
～
昭
和
5
0

年
4

月
1

日
生
ま

れ
の
健
康
で

、
保

母
・
幼
稚
園
教
諭
・
看
護
婦
・
調
理
師

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
つ
方

内
容
=

保
育

、
給
食
調
理

、
用
務
等
の
保
育

園
業
務

勤
務
日
=

①
月
・
金
・
土
(

週
1
8

時
間
)
、
②
月
霤

圭
(

週
2
4
時
間
)
、

③
月
・
火
・
金
・
土
(

週
2
4
時
間
)

の

い
ず
れ
か
(

希
望
)

雇
用
期
間
=

原

則
と
し
て
1

年
間

報
酬
等
=
J
9

万
7

千
円

、
②
③
1
9一
万
9

千
円
(

月
額
、

平
成
5

年
度
実
績
)
、
有
休
有
り

、
交
通

費
支
給
(

限
度
額
内
)

選
考
方
法
=

き
類
審
査
お
よ
び
面
接

選
考
日
=

平

成
6

年
2

月
中
旬
予
定
(

採
用
は
平
成
6

年
4

月
1

日
以
降
)

募
集
人
数
=

若
干
名

申
込
=

履
歴
書
(

市
販
の
横

黔
き
の
も
の
に
ペ
ン
で

自
箪

、
要
写
真

添
付
)

を
直
接
窓
口
に
持
参
ま
た
は
郵

送

期
限
=
1

月
3
1
日
必
着

※
結
果

発
表
は
3

月
上
旬
予
定

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
保
育
第
一
係

生
活
環
境

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器

の
購
入
者
に
補
助
金

生
ゴ
ミ
を
家
庭
で
た
い
肥
に
変
え
、

ご
み
の
減
豕
と
資
源
の
有
効
活
用
に
役

立
つ
コ
ン
ポ
ス
ト
。
区
で
は
、
こ
の
コ

ン
ポ
ス
ト
化
容
器
を
購
入
す
る
方
に
購

入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
で
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容

器
を
泄
く
ス
ベ
1
ス
の
あ
る
方

寮
購
入
す
る
前
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
購
入
後
の
申
請
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

申
込
=
直

接
窓
口
(
先
着
順
、
補
助
金
の
枠
内
に

達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
)

期
限
り
1
2

月
2
4日

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

あ
な
た
も
出
店

し
ま
せ
ん
か

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
=
2

月
6

日
(

日
)
、
午
前
H

時

～
午
後
3

時

場
所
=

大
谷
田
小
学
校

体
育
館

対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
の

方
(

た
だ
し
出
店
物
品
の
販
売
を
事
業

お
よ
び
副
業
と
し
て
い
る
方
は
不
可
)
　

内
容
=
5
5
区
画
募
集
(
抽
選
ン

ー
人
1

区
画
(
2
m
x
2
m

程
度
)

ま
で

※
薬
品
・
食
料
品
・
動
物
・
品
質
保
証

の
で
き
な
い
も
の
は
販
売
で
き
ま
せ
ん

費
用
=

無
料

申
込
=

住
復
(

ガ
キ

に
住
所

、
氏
名

、
年
齢

、
電
話
番
气

販
売
物
の
種
類
を
明
記
(

重
複
申
し
込

み
は
不
可
)

期
限
=
1
9
一
月
2
2
日
消
印

有
効
(

郵
便
の
事
故
に
よ
る
未
着
等
は

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
)

申
・
問

先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係
I
I
-
S

中
央
本
町
1
-
1
7
-

―

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

工
場
の
認
可
を
受
け
て

い
ま
す
か
　
公
害
防

止
資
金
の
ご
利
用
を

都
で
は
事
業
活
動
で
発
生
す
る
公
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
東
京
都
公
害
防

止
条
例
に
よ
り
工
場
の
認
可
制
度
を
と

っ
て
い
ま
す
。
区
内
に
新
し
く
工
場
を

設
腎
す
る
と
き
は
、
事
前
に
「
設
題
認

可
」
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
可
を
受
け
て
い

る
工
場
で
も
、
設
備
や
建
物
を
変
更
し

た
り
増
築
す
る
と
き
は
「
変
更
認
可
」

が
必
要
で
す
。
工
場
認
可
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
、
ほ
か
の
手
続
き
の
条
件
に

な
っ
た
り
、
融
資
の
要
件
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

防
音
工
事
や
集
じ
ん
機
の
設
置
な

ど
、
公
害
防
止
の
目
的
で
工
場
施
設
を

整
備
・
改
善
す
る
場
台
は
、
低
利
の
融

資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
・
問
先
=

環
境
課
指
4
第
∵

二
係

住
ま
い

建
物
等
を
新
築
さ
れ
た

方
は
、
必
ず
届
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
建
物

等
を
新
築
す
る
方
は
、
住
所
を
定
め
る

た
め
に
住
居
番
号
の
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
が
な
い
と
住
所
が
決
め
ら
れ

な
い
た
め
、
転
入
等
の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。建
築
確
認
書
一
式
を
持
参
し
、

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
建
物
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た

と
き
、
ア
パ
ー
ト
等
、
建
物
の
名
称
が

変
わ
っ
た
場
合
も
名
称
変
更
の
届
出
が

必
要
で
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
住
居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

年

金

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
5
1

月
1
2日
(
水
)
、
午
前
1
0時

～
午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

住
所
や
支
払
先
を
変

更
し
た
時
は
届
出
を

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
住

所
や
支
払
先
を
変
更
し
た
場
合
は
、「
年

金
受
給
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

の
(
ガ
キ
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
関
係
の
書
類
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
年
金
が
振
り
込
ま

れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
用
紙
は
、

中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
袤
た
は

最
寄
り
の
区
民
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
、
年
金
証
書
と
印
鑑
を
持
参
し
届

け
出
て
く
だ
さ
い

問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

保
険
料
の
納
付

は
お
済
み
で
す
か

剛一
民
年
金
の
保
険
料
は
、
各
月
の
翌

月
末
日
が
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。1
2

月
分
の
保
険
料
の
納
期
限
は
1
月
3
1

日
で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
、
区
役

所
、
区
民
事
務
所
で
お
早
め
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い

。
な
お
、
便
利
な
口
座
振

替
は
、預
金
口
座
の
あ
ゑ
毆

機
関
(
郵

便
局
を
除
く
)
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

問
先
=
巾
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

お
し
ら
せ

本
の
と
ら
ば
ー
ゆ

図
青
館
の
本
を
再
活
用
し
、
希
望
者

に
無
料
で
、
提
供
し
ま
す
(
1
人
1
0冊

ま
で
)
。
日
時
=
1
月
8
・
9
日
、

午

前
1
0時
～
午
後
4
時

対
象
=
区
民

場
・
問
先
=
江
北
図
書
館

(
3
8
9
0
)
4
4
8
8

足
立
区
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
　選
挙
人
名
簿

を
調
製
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
を
確
定
す
る
た

め
、
毎
年
1
月
1
日
を
基
準
と
し
て
、

選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
登
載
申
請
濳
で

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
登
載
申
讀
誨
は
、1
2

月
2
0日
ご
ろ
に
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
農
業
従
事
世
帯
あ
て
に
送
付
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
期
限
内
に
必
叢

逡
送

く
だ
さ
い
。

期
限
=
1
月
1
0日

間

先
h
中
央
本
町
庁
舎
・
農
業
委
員
会

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

千
住
本
庁
忿
・
選
挙
篇
理
委
員
会

綾瀬新橋の改良
工事を行います
期間=1 月20日～5 月31日
場所==下図 のとおり ※

工事期間中は 終日片倶|」一車
線交互通 行に なり ます 問
先= 東部工 事事務所
( 3602) 8833

千
住
本
庁
舎
地
下
駐
車
場
は
、
1
2月
1
8・
1
9日

整
備
点
検
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
公
社

　
(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

障
害
児
・
在
宅
高
齢
者
の
方
に

歯
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
毎
週
木
・
土
曜
日
、
午
前
9
時

～
正
午
(
祝
日
を
除
く
)

場
所
=
足

立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
の
軽
・

中
度
の
障
害
が
あ
る
方
/
診
療
場
所
ま

で
通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴
が

必
要
で
す
)

※
重
度
の
方
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。
日
時
9
火
曜
日
～
土
曜
日
(
日

時
は
串
前
に
連
絡
し
ま
す
)

対
象
=

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の

方
/
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申

し
込
み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
康
状

態
や
歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
ほ

う
た
め
、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度

の
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

い
ず
れ
も

申
込
日
時
=
毎
週
火
曜
日
～
土
曜
日
の

午
前
9
時
3
0分
～
正
午
、
午
後
1
時

～
3
時
3
0分
(
祝
日
を
除
く
)

費
用
=

保
険
診
療

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
足
立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー

　
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2
F
A

χ
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

ベ
ル
モ
ン
ト
市
姉
妹
都
市
提
携

1
0
周
年
記
念
区
民
使
節
団
募
集

平
成
6
年
に
、
足
立
区
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ベ
ル
モ
ン
ト
市
と
の
姉
妹
都

市
握
携
1
0周
年
を
迎
え
ま
す
。
協
会
で

は
区
と
協
力
し
て
、
記
念
行
事
を
計
圃

し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
平
成
6
年
8

月
に
は
、
区
民
使
節
団
を
ベ
ル
モ
ン
ト

市
に
派
遣
し
ま
す
の
で
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
あ
だ
ち
広
報
1
月
1
5

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
先
=

国
際
親
善
協
会

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

「
あ
だ
ち
広
報
」
1
2月
5
日
号
2
面

掲
載
の
福
祉
事
務
所
の
案
内
で
、
住

宅
設
備
改
善
費
助
成
の
記
t
に
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 東京善意 銀行では、社会福祉施設など への現金、物品 の寄付やボランティア活動等についての 相談を お受けし ます。<東 京善意銀 行> 　3235- 1161
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福

祉

児
童
手
当
・
特
例

給
付
・
児
童
育
成

手
当
の
申
請
を

□
児
童
手
当
・
特
例
給
付

▽
児
童
手
当

出
生
届
を
出
し
た
方
や

区
外
か
ら
転
入
し
た
方
な
ど
で
、
次
の

要
件
に
該
当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な

い
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
3
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
公
務
員
の
方
は
動

務
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校

共
済
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
特

例
給
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
受
給
資

格
は
児
童
乖
当
と
同
じ
で
す
。

い
ず
れ
も

手
当
月
額
=
拐
歳
未
満
の
児
童
の
中

で
、
―
歳
未
満
の
1
番
目
の
児
童
に
5

千
円
/
2
番
目
の
児
童
に
5
千
円
/
3

番
目
以
降
の
児
童
に
は
1
万
円
。な
お
、

支
給
は
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
で
す
。

申
込
=
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
奮
隊
く
)
・
年
金

手
帳
・
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
を
窓
口

に
持
参

□
児
童
育
成
手
当
・
障
害
手
当

▽
育
成
手
当
(
月
額
1
万
2
千
円
)

対
象
=
昭
和
5
1年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
竜
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状

態
に
あ
る
児
童

父
母
が
離
婚
/
父
ま

た
は
毋
が
死
亡
、
生
死
不
明
/
父
ま
た

は
母
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上

拘
`
曹
れ
て
い
る
/
母
が
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
で
、
父
か
ら
認

知
さ
れ
て
い
な
い
/
父
ま
た
は
毋
が
重

度
の
障
害
が
あ
る
方
(
身
体
障
害
者
手

帳
I
・
2
級
程
度
)

▽
障
害
手
当
(
月
額
1
万
4
千
円
)

対
象
=
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

「
愛
の
手
帳
」
1
～
3
度
/

「
身
体
障

害
者
手
帳
」
―
・
2
級
/
脳
性
ま
ひ
ま

た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

※
い
ず
れ

も
、
所
得
制
限
が
あ
り
ネ
す
。
ま
た
、

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異

な
ひ
ま
す
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

い
ず
れ
も

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
自
営
業
(
個
人
)

の
方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で

独
立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
、
次
の
条

件
を
満
た
す
方
/
区
内
に
1
年
以
上
居

住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民
登
録

上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た
は
拡

充
が
目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
1
人
い
る

賃
付
額
=
I
世
帯
1
5
0万円
以
内
(
予
定

利
率
2
.
7
%、
据
置
期
間
中
は
無
利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月
間
据
え
置
き
後
6
0

回
元
利
均
等
僕
還

申
込
=
申
込
一
を

窓
口
に
持
参
(
用
紙
は
区
民
駟
務
所
、

福
祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
)

期
限
=
1

月
1
0日
1
2
1日

申
・
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
貸
付
係

(
乳
)
医
療
証
を

送
り
ま
す

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、

3
歳
禾
満
の
乳
幼
児
が
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
、
病
院
等
で
診
療
を
受
け
た
り
、

薬
剤
の
支
給
を
受
け
た
と
き
の
医
療
保

険
の
自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。
現
在
こ
の
制
度
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
に
は
、
1
月
1
日
か
ら
使
用
で

き
る
「
t
医
療
証
」
(
オ
レ
ン
ジ
色
)
を
1
2

月
末
ま
で
に
送
付
匚
蚤
す
。
袤
だ
、

こ
の
制
度
の
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
り

区
内
に
住
所
の
あ
る
I
歳
未
満
の
乳
幼

児
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
(
た
だ
し
、
所
得

制
限
や
、
他
の
医
療
助
成
受
給
に
よ
る

制
限
が
あ
り
ま
す
)
。
申
・
問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

心
身
障
害
者
福
祉

手
当
(
区
制
度
)
・
難

病
患
者
福
祉
手
当

の
定
例
払
月
で
す

1
2月
2
5日
ご
ろ
、
届
け
出
さ
れ
た
口

座
に
手
当
(
8
月
～
1
1月
分
)
を
振
り

込
み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
表
1
ま
た
は
表
2

に
該
当
す
る
方
で
、
申
請
を
し
て
い
な

い
方
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
障
害
福
祉

係

表1　 難病患者福祉手当

表2　 心身障害者福祉手当

教

育

就
学
相
談

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
の

場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
な
ど
に

つ
い
て
、専
門
の
相
談
鹹
が
C
じ
ま
す
。

日
時
=
毎
週
月
上
座
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
ま
ず

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

塲
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所
就
学
相

談
担
当

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

上
総
湊
健
康
学
園

平
成
6
年
度
入
園
児
童
募
集

上
総
湊
健
康
学
園
(
千
葉
県
富
津
市
)

は
、
房
総
半
島
の
恵
次
れ
た
自
然
の
中

に
あ
る
足
立
区
で
唯
一
の
全
寮
制
の
区

立
小
学
校
で
す
。
授
業
内
容
は
、
区
内

の
小
学
校
と
全
く
同
じ
、
少
人
数
制
で

個
性
を
尊
重
す
る
た
め
、
児
童
は
伸
び

伸
び
と
し
て
明
朗
活
発
で
す
。寮
で
は
、

保
母
が
親
代
わ
り
と
な
り
、
温
か
い
家

庭
的
雰
囲
気
の
な
か
で
身
の
回
り
の
世

話
に
あ
た
り
ま
す
。
1
月
2
9日
(
土
)
、

教
育
研
究
所
で
入
園
説
明
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
も
途
中
入

園
で
き
ま
す
。
対
象
=
小
学
3
年
生
か

ら
6
年
生
で
次
に
該
当
す
る
児
童
・
:ぜ

ん
息
/
肥
満
/
偏
食
/
虚
弱
な
ど

費

用
=
月
額
約
2
万
円
(
食
甼
教
材
費
)

※
家
庭
の
事
情
に
よ
り
減
額
・
免
除
の

制
度
あ
り

申
込
=
現
在
通
学
し
て
い

る
学
校
の
担
任
・
養
護
教
諭

期
限
=
2

月
4
日

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
校

外
学
園
係国

保

納
期
を
過
ぎ
た

国
民
健
康
保
険
料

は
徴
収
嘱
託
員
が

集
金
し
て
い
ま
す

納
め
忘
れ
等
で
納
期
を
過
ぎ
た
国
民

健
康
保
険
料
を
徴
収
嘱
託
員
が
集
金
に

伺
っ
て
い
ま
す
(
夜
間
、
休
日
の
こ
と

も
あ
り
ま
す
)
。ま
た
、
保
険
料
の
徴
収

に
際
し
て
、
身
分
等
で
ご
不
審
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
身
分
証
明
4

の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

□
募
集
し
て
い
ま
す
徴
収
嘱
託
員

対
象
=
区
内
在
住
で
3
0歳
以
上
6
3歳
以

下
の
方

内
容
=
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
保
険
料
の
集
金
業
務

雇
用
期
間
=

平
成
6
年
3
月
1
日
～
平
成
7
年
3
月
3
1

日

募
集
人
員
=
若
干
名

勤
務
条

件
等
=
月
1
8日
動
務
(
―
週
2
2～
3
0時

間
)
/
給
与
は
基
本
給
と
能
率
給
の
合

計
(
実
績
平
均
1
6万
円
)

申
込
=
履

歴
甫
(
市
販
の
も
の
に
自
筆
、
写
真
貼

付
)
1
通
を
窓
口
に
持
参

選
考
方
法
=

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

期
限
=
1

月
3
1日

中
・
問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

医
療
費
通
知
を

送
り
ま
す

区
で
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
疳一
費
を
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
で
、
健
康
の
大
切
さ
を

認
識
し
て
い
た
だ
く
ぷ
つ
、
毎
年
1
回

医
療
費
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
平
成
5
年
9
月
に
診
療
を
受
け

た
方
に
、そ
の
月
の
医
療
費
の
全
額
(
1
0

割
分
)
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
(
総
医

療
費
が
3
千
円
以
下
の
場
合
、
医
療
機

関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
)
1
2月

下
旬
に
通
知
の
予
定
で
す
。
こ
の
通
知

は
、
お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特
に
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
先
=

中
央
木
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

金
融
機
関
の
休
業
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
料
1
2
月
分
の
納
期
限
は

1
月
4
日
に
変
更
の
予
定
で
す

1
2月
3
1日
の
金
融
機
関
の
休
業
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
料
の
1
2月
分

納
期
限
は
1
月
4
日
に
変
更
予
定
で

す
(
口
座
振
替
日
も
同
日
)
。
な
お
、
1
2

月
3
0日
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
は

平
成
5
年
分
の
社
会
保
険
料
と
し
て

年
末
調
整
や
税
申
告
の
際
に
所
得
控

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。<国

民
健
康
保
険
課
>

掲
示
板

□
東
京
女
性
財
団
自
主
活
動
・
研
究
活

動
助
成
　
1
月
2
4日
～
2
8日
受
付
/
平

呎
6
年
度
中
に
都
内
実
施
の
男
女
平
等

の
社
会
的
虱
土
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と

認
め
ら
れ
る
事
業
お
よ
び
調
査
研
究
/

上
限
沺
万
円
/
臠
東
京
女
性
財
団
事
務

局

　
(
3
2
1
3
)
0
0
2
2

□
都
立
職
業
技
術
専
門
校
4
月
入
校
生

1
月
6
日
～
2
8日
受
付
/
2
月
1
0日
選

考
/
く
ゎ
し
く
は
各
校
へ
/
板
橋
校
?
3
9
6
6
)
4
1
3
1

赤
羽
校

　
(
3
9
0
9
)
8
3
3
3

王
子
校

　
(
3
9
1
2
)
3
5
7
1

□
都
ひ
と
り
親
家
庭
私
立
高
等
学
校
等

入
学
金
貸
付

私
立
高
等
学
校
等
に
入

学
す
る
場
合
、
入
学
金
等
納
入
で
、
公

的
資
金
の
利
用
後
の
不
足
額
を
、
無
利

子
で
貸
し
付
け
に
ま
す
/

都
母
子
寡

婦
福
祉
S
議
会

(
3
5
6
7
)
7
2
3
7

□
看
護
婦
(
土
)
募
集
　
准
看
・
正
看

い
ず
れ
か
の
免
許
が
あ
り
、
足
立
区
内

の
医
療
機
関
に
現
に
動
務
し
て
い
な
い
4
0

歳
ま
で
の
方
。
月
4
回
程
度
の
夜
動

有
り
。
東
京
都
職
員
の
給
与
に
牽
じ
ま

す
。
足
立
区
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ

の

　
(
5
6
8
2
)
8
0
7

□
無
料
法
律
相
談
と
弁
護
士
費
用
等
立

て
替
え
　
毎
週
月
～
土
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
2
時
3
0分
(
土
曜
日
は
午
前
1
0

時
3
0分
ま
で
、
祝
日
・
第
2
・
4
土

曜
日
を
除
く
)
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
/
新
宿
法
律
援
助
セ
ン
タ
ー

(
5
3
5
0
)
2
8
5
1

ひ
ろ

ば

催
し
物

☆
神
刀
流
吟
剣
詩
舞
温
習
会
　
1
2月
1
8

日
(
土
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
2
時
3
0

分
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
無
料
/
井
上
?
3
8
8
3
)
5
9
8
8

☆
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
考
え
る
　
1
2月
2
3

日
(
祝
)
、
午
後
5
時
～
8
時
3
0分
/
産

業
振
興
館
/
大
人
千
知
円
、
高
校
生
以

下
知
円
/
椎
木

(
3
6
2
0
)
2
1
6
3

☆
水
墨
画
個
人
出
品
募
集
　
3
月
4
日

～
7
日
に
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
す
る
足
立
区
水
墨
画
茣
に作
品
発

表
会
へ
の
出
品
受
付
中

伊
藤

(
3
8
g
)
4
6
1
4

☆
年
末
年
始
硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会
　
1
2

月
3
0日
か
ら
1
月
3
日
/
竹
の
塚
・
上

沼
田
コ
ー
ト
/
3
0
0円(
5
日
問
通
し
)
/
1
2

月
2
5日
締
切
/
浦
中

(
3
8
8
4
)
5
5
3
6

☆
第
4
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

1
月
1
3・
2
7日
、2
月
1
0・
2
4日
、3

月
扣
・
3
1日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0

分
/
千
寿
第
三
小
学
校
/
1
6歳
以
上

の
区
民
/
沺
円
/
上
牘
き
用
運
動
靴
を

持
参
の
こ
と
/
長
谷
部

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
足
立
吹
奏
楽
団
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
/
1
月
1
6日
(
日
)
、
午
後
1
時
3
0分

開
場
/
う
き
う
き
館
/
瓸
円
/
お
楽
し

み
抽
選
会
あ
り
/
鈴
木

(
3
8
9
8
)
5
0
4
r
a

旬1 月10日 は110番の日です。「ためらわず　すばやく　 あなたの110番」 《干住・西新井・綾瀬警察署》
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学
び
ご
こ
ろ
あ
れ
ば
…
あ
な
た
も
ソ
ク
大
学
生

平
成
6
年
度
放
送
大
学

学
生
募
集
開
始

放
送
大
学
は
生
涯
学
習
を
幅
広
く
進

め
る
た
め
、
文
部
省
が
中
心
と
な
っ
て

開
校
し
た
、
テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
で
授
業

を
行
う
ま
っ
た
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
正

規
の
大
学
で
す
。
入
学
試
験
は
な
く
、
1
8

歳
以
上
の
知
的
好
奇
心
あ
ふ
れ
た
方

な
ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
瘴
汲
す
。
入

学
の
チ
ャ
ン
ス
は
年
2
回
、
4
月
と
1
0

月
で
す
。
今
回
は
、
平
成
6
年
度
第
1

学
期
学
生
を
募
集
し
ま
す
。コ
ー
ス
は
、

目
的
に
合
わ
せ
て
次
の
3
つ
か
ら
選
べ

ま
す
。

▽
全
科
履
修
生
(
卒
業
を
め
ざ
す
コ
ー

ス
)
…
入
学
す
る
た
め
に
は
高
等
学
校

卒
業
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格

が
必
要
で
す

▽
選
科
履
修
生
(
1
年
間
在
学
す
る
コ

ー
ス
)
・
科
目
履
修
生
了
学
期
間
=
6

ヵ
月
在
学
す
る
コ
ー
ス
)
…
い
ず
れ
も
1
8

歳
以
上
で
あ
れ
ば
特
別
の
資
格
は
い

り
ま
せ
ん
。
大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
だ

け
が
目
的
で
な
く
、
広
く
教
養
を
身
に

つ
け
る
た
め
自
分
の
学
習
し
た
い
科
目

を
選
択
し
て
履
修
し
ま
す

い
ず
れ
も

費
用
=
左
表
の
と
お
り
出
願
受
付
期

間
=
1
2
月
1
5
日
～
平
成
6
年
2
月
1
5
日

授
業
開
始
=
平
成
6
年
4
月
1
日
～

資
料
配
布
期
間
=
H
月
1
5
日
～
問
先

=
放
送
大
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー

(
生
涯
学
習
館
と
併
設
)

〒
閇一
東
綾

瀬
―
-
5
-
1
7

(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

■ 授業料等

※ 印刷教材の代金は、授業料の中に
含まれています。

あ
だ
ち
区
民
大
学
・
学
び
あ
い
推
進
セ
ミ
ナ
ー
特
別
企
画

「
学
べ
る
と
ら
べ
る
セ
ミ
ナ
ー

―
東
北
古
代
史
へ
の
接
近
―
」

あ
だ
ち
区
民
大
学
で
日
本
古
代
史
を

学
び
つ
づ
け
て
き
た
区
民
の
皆
さ
ん
が

企
画
し
た
現
地
体
験
型
学
習
講
座
で

す
。
机
の
上
で
の
「
学
び
」
を
現
地
で

確
認
し
、
さ
ら
に
学
び
を
深
め
ま
す
。

今
回
は
、
奥
州
藤
原
三
代
の
時
代
に
つ

い
て
知
的
に
探
訪
し
て
い
き
ま
す
。

日
時
=
1
月
2
3・
2
4日
(
I
泊
2
日
)

見
学
場
所
=
岩
手
県
中
尊
寺
/
え
さ
し

藤
原
の
里
ほ
か

宿
泊
場
所
↓

齊
平

温
泉
(
ホ
テ
ル
志
戸
平
)

対
象
=
区

内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
で
日
本
古

代
史
に
興
味
の
あ
る
方

定
員
=
4
0人

(最
低
2
0人
以
上
)

費
用
1
2
万
3

千
襄
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、「
と
ら

べ
る
セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望
」
と
明
記

期
限
=
1
2月
2
5日
必
着

※
抽
選
の
う

え
、
当
選
者
に
は
1
月
1
0日
の
事
前
学

習
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
館

〒
閇一東
綾

瀬
1
1
5
-
1
7

(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

情 報 コ ー ナ ー

スタンプラリー豆はっぴ贈呈
区 の施設や名所旧跡な ど区 内20
ポイント にあるオリ ジナルスタン
プを 楽し みながら集め ていただく
「あ だち スタンプラリ ー」。10ポイ
ント 以上 スタ ンプ を 集 め た方 に
は、 記念品を用意し ています。ま
た、1月4 日 ～31日までの期間 は、
先着3叩人 の方 に通常 の 記念品 の

ほかに、特別記念品としてオリジ
ナル豆はっぴを差し上げます。ぜ
ひ挑戦してみてください。 申・
問先= 足立区観光協会( 中央本町
庁舎・産業振興課内)
3880- 5191

初釜と郷土芸能鑑賞会
1 月9 日( 日) 、郷土博物館お よ

び柬溯江庭園内 の臨溯亭で 「初釜
と郷土芸能鑑賞 会」を行い ます。
謡曲をききな がら、皆さんもお 抹
茶を一服い かがですか。
□ 初釜の会
時 間= 午 前11時 ～午後3 時 内 容=
小林仙 利社中 によるお点前

□ 謡曲
時 間= 午 前11時30 分、午後1 時30

分 出演= 足立謡曲連盟の皆さん
□ 郷土芸能鑑賞会
時間= 午前11時、午後12時30分
内容= 芻西ばやし佐野保存会の皆
さんによる寿獅子( しし) の披露

いずれも
費用= 無料　中込= 当日直接会場
へ 場・問先= 郷土博物館
3620- 9393

冬花展示会
日 時=12 月20 日、午 後1 時 ～5
時/12 月21 ・22日、午 前9 時 ～午
後5 時 場所= 中央 本町 庁舎1 淤
ロビ ー 内容= 区内の 花き 農家が
促成栽培し た、晩秋 から 初冬に咲
くフリ ージア、ユリ、 葉ボタ ン等
の花を展 示 ※ 12月20 日( 月) 、午
後1 時 から先 着100人 に 切り花 を
配布し ます 問 先= 中 央本 町 庁
舎・農産 係 　3880- 5118

冬期区民教養講座
日時=12 月19日( 日) 、午後1 時30
分 場所一青年センタ ー 内容=
中川 流域の下肥流 通について( 郷
土 博物館専門員・森朋久氏) / 西新
井 大師 の句碑の人 、蕉雨について
(郷土 博物館専門員・安藤義雄氏)
費 用= 無料( 資料 は先着70人に配
布) 申 込= 当 日直接会場へ 問
先= 郷土博物館 　3620 ―9393

成人の日の集い
新たに成人とし ての門出を迎え

る皆さんを祝う「成人の 日の集い」
を 開催し ます。 対象の方には案内
状 をお送りし ますので、当日は案
内 状をお持ちのう え、ご参加く だ
さ い。なお、 服装は平服でお願い
し ます。 日時=1 月15日( 祝) 、
午後12時30分受 付開始、午後1 時30
分開会 場所 一東京武道館( 綾

瀬駅下車徒歩5 分) 対象一昭 和48
年4 月2 日 ～昭 和49年4 月1 日

生まれの方 ※ 会 場お よび付近に
は 駐車場があり ません。自動車で
の来場はお断りし ます 問先= 千
住本庁舎・青少 年課調整係
3882- 1111 ㈹

12月22日　 ゆず湯

子どもと 高齢者は

銭湯無料開放

12月22 日( 水) の冬至の 日は、
ゆず湯の 日で す。小学生( 12 歳 以
下) と高 齢者( 65 歳以上) の方は、
区 内の 銭 湯に 無料 で 入浴 で き ま
す。利用す る際に、番台で年 齢を
告げてくださ い。証明書など は不
要です。皆さ んもゆずの香りの 入
浴を 楽し んで みて は いか が で す
か。 問先= 千 住本庁舎・健康 管
理課 　3882- 1111 ㈹

青年センターの催し
子育て講演会
「子どもの
食べ物と歯の健康」

日時=1 月12 日( 水) 、 午前10時
～正午 定員=40 人 申込= 当 日
直接会場 へ ※ お 子さんの保育を
行ってい ますので、お問い 合わ せ
ください

10代と20代のための
自然の学校

自然の姿がだんだんと少なくな

ってい る足立区。でも 、まだまだ
自 然と 親し く な るこ と がで き ま
す。自 然とのすてきな つき 合い方
を 学 び まし ょ う。 日 時=1 月12
・20 日、午後7 時 ～9 時/1 月30
日 、午前9 時 ～午 後4 時( 計3

回) 対 象- 10 代と20 代の青年男
女 テ ーマー身近な 樹木と 仲良 く
なろう 講師一森良氏( 環境コ ー
デ ィネ ータ ー) ほか 定員=20 人(
先着 順) 申 込= 電 話

い ずれも
費用= 無 料　場・申・問先 一青年
センタ ー
3890- 0061

ワクワクドキドキ
コンサート

日 時=12 月25 日( 土) 、午後2 時
～4 時 場所= 西 部 区民 ホ ー ル
内 容= ウインドク ルーオーケスト
ラ、 たてぶえの演 奏、幼児の踊り
等、 子どもからお 年寄りまで、 み
んなが一緒に楽しく 歌う歌のコン
サ ート です 問先= 西部児童館
3897- 5016

生涯学習館
施設貸し出し
中止のお知らせ
次の期間は、放送大学単位認定

試験等のため、施設の貸し出しを
中止します。期間=1月20日～
2月6 日、2 月12日～20日

問先= 生涯学習館
3605- 7181

東京足立少年少女合唱団
第22回クリスマス・チャリティー・コンサート

クリス マスには 心暖まるコン サ
ート 。・ 。 今回も昼の部・夜 の
部と行い ますので、ご 家族そろ っ
てぜひご来 場く ださ い。 日時- 12
月23日( 祝) 、昼 の部 … 午 後2

時/ 夜の部 … 午後6 時30分 場所=
竹の塚センタ ー( 入場 無料) ※

満員の際は 入場をお 断わりするこ
とがあり ます。ご了 承ください
曲目= 赤鼻 のト ナカ イ、ペチカ、
サンタが町に やってくるほか

問先= 事務局・薬師神
3852- 3232( 夜間)、
または千住本庁舎・文化振興係
3882- 1111 ㈹

あなたの相談室 問 先= 足立区役所千住本庁舎・1階区民相談室
所在地= 千 住1- 4- 18 　3882- 1111 ㈹

困ったこと や心配なこと がありましたら、お気軽にご利用ください( 無料・秘密厳守)。

◎ 新年区民ラジ オ体操大会　1 月2 日( 日) 、午前8 時 、千住旭公園　≪足立区ラジオ体操 会連盟≫ T. H. I . 240, 000


